
お知らせ

　
５
月
31
日
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

大お
お
野の

敬け
い
一い
ち
郎ろ
う
さ
ん
が
、
令
和
８
年
３

月
議
会
の
同
意
を
得
て
、
教
育
長
に

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
野
教
育
長
は
、「〝
教
育
・
保

育
は
、
人
な
り
〟

 

〝
城
創
伝
心
…
教

育
は
、
人
づ
く
り
〟
と
い
う
原
点
に

立
ち
戻
り
、
人
の
繋
が
り
や
チ
ー
ム

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
厳
し

い
社
会
に
お
い
て
、〝
生
き
抜
く
力
〟

を
育
む
た
め
に
、〝
人
づ
く
り
〟と〝
環

境
づ
く
り
〟
に
取
り
組
み
、
心
新
た

に
小
城
市
の
教
育
の
振
興
に
全
力
を

尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

教
育
長

　
大
野
敬
一
郎
さ
ん

任
期

　
令
和
８
年
６
月
１
日
～

　
令
和
１１
年
５
月
31
日

　
ま
た
、
教
育
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
古ふ
る

川か
わ

久く

美み

子こ

さ
ん
（
新
任
）

が
、
令
和
８
年
３
月
議
会
の
同
意
を

得
て
、
教
育
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し

た
。

教
育
委
員

　
古
川
久
美
子
さ
ん

任
期

　
令
和
８
年
５
月
16
日
～

　
令
和
１２
年
５
月
15
日

「開運！なんでも鑑定団」がやってくる

　テレビ番組「開運！なんでも鑑定団」の人気コーナー「出張
鑑定」を小城市で開催します。
　開催に先立ち、鑑定する「お宝」の募集を行います。時代、
ジャンルは問いません。美術品から、お菓子のオマケやおもちゃ
まで「なんでも」ご応募ください。
　また、収録当日の観覧希望者の募集も行います。
　皆さんのご応募をお待ちしています！

企画政策課「出張！なんでも鑑定団in小城」お宝係　☎37・6115問

11月23日（月・祝）
13時～（12時 開場）
ドゥイング三日月
多目的ホール

日時

場所

お宝鑑定募集
お宝鑑定は全戸配布している所定の応募用紙
にてお申し込みください。
（二次元コードからもお申し込み
　できます）

採用の可能性がある人にはテレビ東京の
番組スタッフから直接連絡があります。

観覧無料！

申込はこちらから

▲

観覧希望者募集
観覧希望者は往復はがきにてお申し込みくだ
さい。（往復はがきのみの受付）

応募時の往復はがき（返信用）で結果を
お知らせします。

ロゴ仮ロゴ仮
詳細は
こちら

9月24日
（木）

申込締切
10月23日
（金）

申込締切

送
り
先
〒845－8511　小城市役所 企画政策課
「出張！なんでも鑑定団 in 小城」お宝係 宛

教育長と教育委員が任命されました
問  教育総務課　☎37・6130

大野敬一郎さん

古川久美子さん
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お知らせ

　
７
月
１
日
申
請
分
か
ら
、
旅

券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
の
手
数
料

が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

主
な
変
更
点

・
18
歳
以
上
の
５
年
旅
券
廃
止

～
ご
注
意
く
だ
さ
い
～

　
７
月
以
降
は
申
請
件
数
の
増

加
が
予
想
さ
れ
、
申
請
か
ら
交

付
ま
で
に
１
カ
月
程
度
を
要
し

ま
す
。

　
渡
航
予
定
が
な
く
お
急
ぎ
で

な
い
人
は
、
８
月
以
降
の
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▲
外務省

ホームページ

▲
小城市

ホームページ

旅券（パスポート）の手数料が
引き下げられます
問  市民課　☎３７・６１００　　　　　　　　　　　　　　
パスポート相談特設ダイヤル　☎050・1726・1824

　
令
和
８
年
４
月
か
ら
市
内
の
社

会
福
祉
法
人
が
地
域
貢
献
活
動
と

し
て
、
高
齢
者
を
無
料
で
自
宅
か

ら
病
院
ま
で
送
迎
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
ま
し
た
。

　
利
用
さ
れ
た
人
か
ら
、「
大
変

助
か
り
ま
す
」
と
の
声
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

活
動
団
体　

・（
福
）清
水
福
祉
会

・（
福
）松
尾
山
大
成
園

・（
福
）千
悠
会

・（
福
）慈
恵
会

・（
福
）六
親
福
祉
会

・�（
福
）小
城
市
社
会
福
祉
協
議
会

利
用
対
象
者

　
６５
歳
以
上
で
独
居
ま
た
は
高
齢

者
の
み
世
帯
の
人

利
用
方
法

　
小
城
市
支
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
に

登
録・お
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

（
要
予
約
）

※�

行
き
先
の
病
院
に
つ
い
て
、
詳

細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
こ
ち
ら

高齢者向けの無料病院送迎サービスが
開始されました
問  小城市支えあいセンター　☎51・5324／高齢障がい支援課　☎37・6108

　
国
で
は
、
農
作
業
の
効
率
化
や

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
を
進
め
る

た
め
、「
大
区
画
化
等
加
速
化
支

援
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
農
地
を
広
く
使
い
た
い
」

「
大
型
機
械
が
入
り
や
す
い
ほ
場

に
し
た
い
」

「
基
盤
整
備
に
関
心
が
あ
る
」　

　
こ
の
よ
う
な
人
を
対
象
に
、
制

度
活
用
希
望
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
関
心
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
ア
ン

ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※�

回
答
内
容
は
、
今
後
の
事
業
推

進
の
参
考
資
料
と
し
て
活
用
し

ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
こ
ち
ら
か
ら

農地の区画拡大を
支援します

問  農村整備課　☎37・6127

　
「
小
城
市
敬
老
祝
金
支
給
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例（
案
）」

に
つ
い
て
、
平
均
寿
命
が
８０
歳
を

超
え
て
い
る
中
、
対
象
年
齢
（
祝

金
額
）
を
見
直
す
こ
と
と
し
ま
し

た
。
こ
の
条
例（
案
）に
対
す
る
、

皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

資
料
の
公
表
先

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
高
齢
障
が
い
支
援
課

募
集
期
間

　
～
７
月
２１
日
㈫

提
出
方
法　
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
明
記
の
上
、
持
参
、
郵
送

（
７
月
２１
日
㈫
の
消
印
有
効
）、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

土
・
日
・
祝
に
持
参
さ
れ
る
場

合
は
、
市
役
所
１
階
の
警
備
室

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

提
出
先　
〒
８
４
５

−

８
５
１
１

小
城
市 

高
齢
障
が
い
支
援
課 

宛

℻
37
・
６
１
６
２

　

�koreishogaishien@
 

city.ogi.lg.jp

パブリックコメント（意見募集）
を行っています

問 申  高齢障がい支援課　☎37・6108

18歳以上
の

10年旅券

（電子申請）
15,900円 → 8,900円
（窓口申請）
16,300円 → 9,300円

18歳未満
の

５年旅券

（電子申請）
10,900円 → 4,400円
（窓口申請）
11,300円 → 4,800円
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お知らせ

　
国
民
年
金
保
険
料
（
令
和
８
年
度

の
保
険
料
は
月
額
１
７
、９
２
０
円
）

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、�

本
人
の
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納

付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

※�

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
置
す
る

と
年
金
を
受
給
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

①
全
額
免
除
・
一
部
免
除
申
請

　
本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前
年

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
保
険

料
の
納
付
が
全
額
免
除
ま
た
は
一
部

（
４
分
の
１
、
半
額
、
４
分
の
３
）

免
除
に
な
り
ま
す
。

②
納
付
猶
予
申
請

　
5０
歳
未
満
の
人
で
本
人
・
配
偶
者

の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

退
職（
失
業
）時
の
特
例
免
除
制
度

　
免
除
な
ど
の
申
請
を
す
る
年
度
ま

た
は
前
年
度
に
退
職（
失
業
）し
た
人

は
「
特
例
免
除
制
度
」
を
利
用
で
き

ま
す
。

※�

退
職（
失
業
）さ
れ
た
人
の
前
年
の

所
得
を
ゼ
ロ
と
し
て
審
査
さ
れ
ま

す
。

　
た
だ
し
、
退
職
さ
れ
た
人
以
外
に

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
と
き
は
免

除
な
ど
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

③
学
生
納
付
特
例
申
請

　
特
例
が
認
め
ら
れ
た
学
校（
大
学・�

短
大
・
専
門
学
校
な
ど
）
の
学
生
で

本
人
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。

※�

①
～
③
は
、
申
請
時
点
の
２
年
１

カ
月
前
の
月
分
ま
で
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
申
請
が
遅
れ

る
と
、
万
が
一
の
際
に
障
害
基
礎

年
金
な
ど
を
受
け
取
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

《
上
記
①
②
を
申
請
す
る
人
》

・�

本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
）

特
例
免
除
申
請
に
必
要
な
も
の

・�

離
職
票
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
発
行
）

の
写
し

・�

印
か
ん
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

※�

公
務
員
は
退
職
辞
令
の
写
し
で
可
。

《
上
記
③
を
申
請
す
る
人
》

・�

本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
）

・�

学
生
証
の
写
し
ま
た
は
在
学
証
明

書
※�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち

の
人
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
電

子
申
請
が
で
き
ま
す
。

申
請
は
こ
ち
ら
か
ら

国民年金保険料免除・納付猶予制度をご活用ください
問 申  佐賀年金事務所　☎31・4191（自動音声案内「２」選択後、「２」を選択）／保険年金課　☎３７・６１０１

免除と未納の違い

全額免除 一部免除
※

納付猶予
学生納付
特例

未納

老齢・障害・遺族
基礎年金の受給資
格期間への算入

あり あり あり なしなし

老齢基礎年金の年
金額に反映 あり あり なしなし なしなし

※一部免除は、一部免除保険料を納付しなければ未納扱いとなります。

令
和
８
年
７
月
〜
令
和

９
年
６
月
分
（
令
和
８

年
度
分
）
の
国
民
年
金

保
険
料
免
除
の
申
請
受

付
を
、７
月
１
日
㈬
か

ら
始
め
ま
す
。

　
令
和
８
年
６
月
１
日
か
ら
入
院
時
の

食
事
療
養
標
準
負
担
額
（
食
費
の
自
己

負
担
額
）
が
改
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
金
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※�

区
分
Ⅰ
・
Ⅱ
に
つ
い
て
は
、
住
民
税

非
課
税
世
帯
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※�

療
養
病
床
へ
入
院
さ
れ
る
場
合
は
、

単
価
が
異
な
り
ま
す
。

入院時の食事療養標準負担額が改定されました
問  佐賀県後期高齢者医療広域連合　☎64・8476／保険年金課　☎37・6101

対象者の分類
食事療養標準負担額
（１食につき）

改定前 改定後
下記以外の人 510円 550円
区分Ⅱ・Ⅰに該当しない指定難病患者 300円 330円

区分Ⅱ
90日までの入院 240円 270円
過去１年で90日を超える入院 190円 220円

区分Ⅰ 110円 130円
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お知らせ

「国民健康保険」か「後期高齢者医療制度」のどちらに加入しているかを確認してください。

あり なし

マイナ保険証
「なし」の人

「資格確認書（黄色）」が
【簡易書留】で届きます

85歳以上の人
全員

「資格確認書
（オレンジ色）」が
【簡易書留】で
届きます

マイナ保険証を
「普段利用して
いない」人

「資格確認書
（オレンジ色）」が
【簡易書留】で
届きます

マイナ保険証を
「日常的に利用
している」人

マイナ保険証
「あり」の人

「資格情報のお知らせ
（A4サイズ）」が

【普通郵便】で届きます

「資格情報のお知らせ
（A4サイズ）」が
【普通郵便】で
届きます

国民健康保険

マイナ保険証を持っているか

85歳以上の人 84歳以下の人

過去1年間に6回以上、
かつおおむね直近3カ
月以内にマイナ保険証
の利用がある場合は

令和８年８月１日時点での年齢

後期高齢者医療制度

国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入している皆さんへ
問  保険年金課　☎37・６１０１

職場の健康保険などに新たに加入した場合は、国民健康保険の喪失手続きが必要です。
手続きをしないと国保税が二重に請求され続けます。保険年金課でお手続きください。
必要なもの　社会保険などの資格取得日が分かるもの（全員分）、マイナンバーが分かるもの、本人確認書類

【国民健康保険加入者の皆さんへ】職場の健康保険などに切り替わっていませんか？

現在お持ちの資格確認書の
有効期限は7月31日（金）です

　８月１日（土）から使用できる「資格確認書」または「資
格情報のお知らせ」を７月中旬から順次発送します。
　ご自身の加入状況やマイナ保険証※の利用登録状況に
よって届く書類が異なりますので、以下をご確認ください。
※健康保険証の利用登録がされたマイナンバーカード。

佐 賀 県

国民健康保険

資 格 確 認 書

有効期限 令和 9年 7月 3 1日

記 号 番 号 （枝 番）02

氏　　　　名 小城　一郎

生 年 月 日

適 用 年 月 日

交 付 年 月 日

世 帯 主 氏 名

昭和29年　1月11日

令和 7 年 11月　1日

令和 8 年　8月　1日

小城　一郎

住所　　小城市三日月町長神田2312番地2

保険者番号　　410084 交付者名　小城市

性　別　　男

見 本

小城

▲資格確認書▲資格情報のお知らせ

845-8511
佐賀県小城市三日月町長神田 2312 番地 2

小城　一郎　様

令和８年８月１日

資格情報のお知らせ
交付者名：小城市

記号 小城 
氏名
フリガナ
負担割合
発行期日
適用開始日
交付年月日

 
小城　一郎
オギ　イチロウ
○割
＊＊＊
令和７年11月１日
令和８年８月１日

番号 000000（枝番）00

資格情報のお知らせ
令和８年８月１日　発行

受診の際にはマイナ保険証があわせて必要です。

交付者：小城市

　　　記号　小城　番号　000000
氏名　小城　一郎
負担割合　◯割

見 本

書類が届いた後の確認事項
・�書類の記載内容（氏名・住所・生年月日など）
に誤りがないか確認してください。
　�誤りがある場合は、速やかに保険年金課へ
ご連絡ください。
・�現在お持ちの資格確認書は、令和８年７月
31日の有効期限が切れると使用できません。
　�有効期限が切れた後はご自身で裁断する
か、保険年金課へご返還ください。

※�前回交付した資格確認書と
同じ黄色で交付します。

　�今回送付した資格確認書
（有効期限：令和９年７月
31日）を誤って破棄され
ないようにご注意ください。

医療機関などの受診方法
・・「資格確認書」が届いた人
　→「資格確認書」を医療機関などの窓口へご提示ください。

・・「資格情報のお知らせ」が届いた人
　→マイナ保険証を医療機関などの窓口へご提示ください。

※�医療機関でマイナ保険証を利用できない場合は、マイナン
バーカードと「資格情報のお知らせ」をセットでご提示く
ださい。

※�マイナ保険証での受診が困難な場合は、申請により資格確
認書を交付します。保険年金課窓口にてお手続きください。
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お知らせ

介護保険負担割合証などの更新について
問 申  佐賀中部広域連合 給付課　☎40・1134／高齢障がい支援課　☎37・6108

介護保険負担割合証 介護保険負担限度額認定証

対象者 要支援・要介護認定を受けている人や
事業対象者

介護保険施設に入所している人や
ショートステイを利用する人

証の色 白色　 ピンク色　

現在の有効期限 ７月31日（金） ７月31日（金）

更新の手続き
手続きは不要。
佐賀中部広域連合から新しい負担割合
証を郵送します。

８月以降も認定証が必要な場合は、６月１日（月）
〜30日（火）までに、佐賀中部広域連合または
高齢障がい支援課に更新の申請をしてください。

新しい証の到着 ７月中旬 ７月中旬

※�介護サービスを利用している人は、新しい負担割合証・負担限度額認定証をケアマネジャーやサービス事業者に提示してく
ださい。

　
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け

て
小
城
を
治
め
た
千
葉
氏
は
、
関
東

を
拠
点
と
し
た
有
力
な
武
士
団
で
し

た
。
鎌
倉
幕
府
成
立
に
貢
献
し
た
恩

賞
と
し
て
多
く
の
所
領
を
得
た
千
葉

氏
は
全
国
に
勢
力
を
広
げ
て
い
き
ま

す
。
小
城
に
お
い
て
は
元
寇
を
き
っ

か
け
に
下し

も
総う
さ
か
ら
千
葉
氏
が
下
向
し
、�

肥
前
千
葉
氏
と
し
て
発
展
し
て
い
き

ま
し
た
。

　
今
年
は
、
千
葉
氏
が
下
総
国
（
現

千
葉
県
千
葉
市
）
を
拠
点
と
し
て
、

９
０
０
年
と
い
う
節
目
の
年
に
あ
た

り
ま
す
。
今
回
の
展
示
会
で
は
、
関

東
か
ら
小
城
に
や
っ
て
き
た
千
葉
氏

が
、
小
城
独
自
の
歴
史
や
文
化
の
形

成
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を

紹
介
し
ま
す
。

期
間

　
６
月
２７
日
㈯
～
８
月
３０
日
㈰

　
９
時
～
１７
時

※
月
曜
日
、
７
月
２１
日
㈫
、

　
８
月
１１
日（
火・祝
）は
休
館

場
所

　
中
林
梧
竹
記
念
館

　
（
桜
城
館  

２
階
）

観
覧
料　
無
料

※�

本
企
画
展
開
催
に
伴
い
、
同
期
間

中
は
、
企
画
展
示
室
に
て
中
林
梧

竹
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
会
期

中
は
、
無
料
で
観
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

令和８年度企画展「千葉氏が小城に伝えたもの」を開催中です
問  文化課（桜城館 ２階）　☎71・1132

▲

千ち
葉ば
胤たね
貞さだ
像

▲

千
葉
城
址 

全
景

18小城市広報 2 0 2 6年7月号



お知らせ

（
特
例
措
置
の
概
要
）

・
個
人
が

・�

都
市
計
画
区
域
内
（
小
城
市
は
全

域
）
に
お
い
て
、

・�

譲
渡
価
格
が
５
０
０
万
円
以
下
の

一
定
の
要
件
を
満
た
す

・�

５
年
を
超
え
る
所
有
期
間
の

・�

低
未
利
用
土
地
等
を
譲
渡
し
た
場

合
に
、

　

個
人
の
長
期
譲
渡
所
得
か
ら

１
０
０
万
円
が
控
除
さ
れ
る
も
の�

で
す
。

※�

譲
渡
後
に
具
体
的
な
利
用
予
定
・

計
画
が
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

低
未
利
用
土
地
と
は

　
具
体
的
に
は
、
⑴
空
き
地
や
⑵
空

き
家
・
空
き
店
舗
が
存
在
す
る
土
地

で
す
。
低
未
利
用
土
地
の
要
件
、
申

請
書
の
様
式
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
都
市

計
画
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

適
用
対
象
期
間

　
令
和
２
年
７
月
１
日
～

　
令
和
１０
年
１２
月
３１
日
の

　
土
地
の
譲
渡

手
続
き
の
流
れ

①�

売
主
（
ま
た
は
仲
介
業
者
な
ど
）

が
市
へ
確
認
書
の
交
付
を
申
請

②�

市
が
確
認
を
実
施
し
、
確
認
書
を

交
付
（
１
～
２
週
間
ほ
ど
審
査
に

時
間
が
か
か
り
ま
す
）

③�

税
務
署
で
確
定
申
告
（
確
認
書
を

提
出
）

※�

市
で
は
、
低
未
利
用
土
地
の
確
認

書
の
交
付
を
行
い
ま
す
。
特
例
措

置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
確
約
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
税
務
署
で
の
申
告
が

必
要
で
す
。

※�

佐
賀
税
務
署
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

は
自
動
音
声
案
内
で
、「
１
」
を
選

択
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
こ
ち
ら

利用していない土地を売却した場合の長期譲渡所得の特別控除措置について
問 申  都市計画課　☎３７・６１２１／佐賀税務署　☎32・7511（代表）

空き地

　
軍
事
郵
便
は
戦
地
の
兵
士
と
家

族
を
つ
な
い
だ
一
方
、
そ
の
多
く

は
検
閲
に
よ
り
書
い
て
い
い
内
容

に
制
限
が
あ
り
ま
し
た
。
残
さ
れ

た
手
紙
を
見
て
、
戦
争
が
何
を
も

た
ら
す
か
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？

期
間

　
～
８
月
３０
日
㈰

　
９
時
～
１７
時

※
月
曜
日
、
７
月
２１
日
㈫
、

　
８
月
１１
日（
火・祝
）は
休
館

場
所

　
歴
史
資
料
館　
常
設
展
示
室

　
（
桜
城
館  

２
階
）

観
覧
料　
無
料

令和８年度戦時資料展
「戦地からの手紙」を開催中です

問  文化課（桜城館 ２階）　☎71・1132

　
相
続
し
た
空
き
家
を
売
却
し

た
場
合
に
、
所
得
税
が
軽
減
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
昭
和
56
年
５
月
３１
日
以
前
に

建
築
さ
れ
た
被
相
続
人
居
住
用

家
屋
を
、
相
続
発
生
か
ら
３
年

後
の
年
末
ま
で
に
、
売
却
の
前

後
に
耐
震
改
修
を
す
る
か
、
解

体
し
更
地
に
し
て
売
却
す
る
場

合
な
ど
の
、
一
定
の
要
件
に
当

て
は
ま
る
と
き
は
、
譲
渡
所
得

か
ら
３
、０
０
０
万
円
ま
で
が

特
別
控
除
さ
れ
ま
す
。

※�

適
用
を
受
け
る
に
は
、
定
住

推
進
課
で
必
要
書
類
の
発
行

手
続
き
を
し
、
税
務
署
に
確

定
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

※�

佐
賀
税
務
署
へ
の
お
問
い
合

わ
せ
は
自
動
音
声
案
内
で
、

「
１
」を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
こ
ち
ら

空き家の譲渡所得の
3,000万円特別控除について

問  佐賀税務署　☎32・7511（代表）
定住推進課　☎37・6150　　　

▲
国土交通省
ホームページ ▲軍事郵便
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お知らせ

（５月入札分で予定価格が1,000万円を超えるもの）� （単位：円、％）

工事名等 指名業者等 落札業者 落札決定額�
(うち消費税相当額)

予定価格�
(うち消費税相当額) 落札率 入札執行課

令和８年度　芦刈鉱害排水機場
維持管理事業　三王崎排水機場
２号ポンプ設備等改修工事

㈱酉島製作所 佐賀支店 ㈱酉島製作所
佐賀支店

155,100,000
(14,100,000)

158,796,000
(14,436,000)

97.67 

財政課
☎37・61１７

令和８年度　上坪鉱害ポンプ排水
施設維持管理事業　上坪排水機場
３号ポンプ設備等改修工事

262,900,000
(23,900,000)

268,312,000
(24,392,000)

97.98 

令和８年度
小城市廃棄物中継施設
整備工事

中島・服巻建設共同企業体
大洋・エグチ・ビルド建設共同企業体
上滝・古賀木材建設共同企業体

中島・服巻建設
共同企業体

1,035,100,000
(94,100,000)

1,039,060,000
(94,460,000)

99.62 

令和８年度　工業団地管理
事業　蛍の郷ファクトリー
パーク内調整池浚渫工事

南里土木㈱、㈱豊城建設
㈱田中丸設備、㈲古川建設
㈱巌大建業、㈱グリーン開発

㈱田中丸設備
9,845,000
(895,000)

10,065,000
(915,000)

97.81 

令和８年度
小城公共下水道事業
北小路第１号管渠布設工事

㈱政工務店、西岡建設㈱、㈱大義建設
㈱下村建設、㈱城南建設、㈱エグチ・ビルド
㈱久保建設、岡本建設㈱、㈱中島工務店

岡本建設㈱
98,670,000
(8,970,000)

99,825,000
(9,075,000)

98.84 

令和８年度　小城公園管理
事業　小城市大規模公園費
用対効果分析業務

㈱環ヴィトーム 佐賀設計室、サンコーコンサルタ
ント㈱ 佐賀営業所、三井共同建設コンサルタント
㈱ 佐賀営業所、国際航業㈱ 佐賀営業所、㈱協和
コンサルタンツ 佐賀営業所、八千代エンジニヤリ
ング㈱ 佐賀事務所、㈱ニュージェック 佐賀事務
所、大日本ダイヤコンサルタント㈱ 佐賀事務所、
㈱パスコ 佐賀支店、㈱オリエンタルコンサルタン
ツ 佐賀事務所、㈱オオバ 佐賀営業所、中央コン
サルタンツ㈱ 佐賀事務所、㈱エイト日本技術開発 
佐賀営業所、㈱千代田コンサルタント 佐賀営業所、
日本工営㈱ 佐賀事務所、セントラルコンサルタン
ト㈱ 佐賀営業所、㈱建設技術研究所 佐賀事務所

中央コンサル
タンツ㈱
佐賀事務所

8,368,000
(760,727)

10,461,000
(951,000)

80.00

入札結果を公表します
問  財政課　☎３７・６１１７

　小城市のシンボルといえば、�
最初に名前が挙がるのが小城
公園です。江戸時代に、小城
藩初代藩主・鍋

なべ

島
しま

元
もと

茂
しげ

と二代
藩主・直

なお

能
よし

によりつくられたもので、現在では「日本の歴
史公園100選」と「日本さくら名所100選」に名を連ねる、
佐賀県の名園として知られています。この文化遺産は、郷
土の誇りとも言えますね。
　最初に公園の丘に桜を植えたのが元茂なら、桜をさらに
増植し丘の南側に池水庭園をつくったのが直能でした。こ
の南側一帯は「自楽園」と呼ばれ、心字池など見事な景観
の日本庭園が広がっていますが、かつて小城藩では「浜」
とも呼んでいました。では、なぜ「浜」なのでしょう？
　その理由は、この庭園が江戸の「浜御殿」の庭をモデル
としているからです。浜御殿とは徳川将軍家の別邸のこと
で、周りには木々に包まれた広大な池や鴨場のある庭園が
つくられました。中でも特徴的なのが「潮入の池」で、名

前の通り、ここは江戸湾（東京湾）につながる海水の池。
そのため棲

す

んでいる魚もコイではなく、なんとボラやハゼ
などの海水魚なのです。
　明治維新の後は皇室の離宮となり、名称も「浜離宮」と
改められました。その後、昭和２０年に東京都に下

か

賜
し

され
て「浜

はま

離
り

宮
きゅう

恩
おん

賜
し

庭
てい

園
えん

」となり、現在も大名庭園の面影を残
す名所として、多くの人を集めています。（続）

小城公園秘話〈１〉  「浜」と呼ばれた由来は？ 小城郷土史研究会／著

▲現在の浜離宮恩賜庭園

入
札
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

公
表
し
て
い
ま
す
。
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